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大洋州の諸民族における階級社会の成立
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いまなお前階級社会から階級社会への過渡期にある民族がたくさんにある。それらの社会体制を研究することは、 

理論的に重要であるだけでなく、政治的にも重要である。この過渡期の社会と原始共同体的諸関係の革命的な変化の 

例となりうるのは、大洋州の社会であり、それはこの研究にとって、初期階級社会の形成のすべての段階をあとづけ

(1)

ることができるという利点をもっている。

(1) 

この瀉文ではミクロネシアの女料は検討しない。その諸民族は大洋州の人口のわずかな部分しかしめていない。

大洋洲における社会的分化と階級形成の過程はずっと以诫から研究されている。しかし大部分の研究は個々
の島や 

群島をあつかったものである。比較研究をし、共通の法則を明らかにするために、これらの資料を総まとめした労作 

はきわめてとぼしい。メラネシアについていえば、注目すべきものはエス・ア・トーカレフの労作だけである。これ 

はわれわれの知る限り大洋州のこの部分における階級形成の過程を扱ったただ一つのマルクス主義的研究である。

(2) 
エス・ア・トーカレフ「メラネシアの社会体制」(
『エトノグラフィア』第二号、一九二九年、三—四六ページ)
、同
「メラ 

ネシアの氏族体制」(
『ソビエト民族学』第二〜六号、ー九三三年、参照)
。

3
 

事実資料を豊富に含む、日・̂
・ウィリアムソンのポリネシアについての広範な比較研究もあげることができる。 

・〇・サーリンスの労作も、きわめて有益な報告で、その結論は興味あるが、けっしてすべてがわれわれに受入れ 

(
4) 

(5) 

られるわけではない。I 
・ゴルドマンには短いが、内容登かな論文がある。特に注目すべきは、ドイツの女性研究者 

I 
・ゼルノウの貴重なマルクス主義的研究で、その長大な一章がポリネシアの諸民族の社会体制の研究にあてられて 

いる。さらに〇・ラントマンの労作『社会階級の不平等の起源』でも、大洋州の資料が重耍な位处を占ている。
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オーストラリアの土着民社会はまだ典型的な初期氏族社会で、共同体的土地利用、氏族共同体的組纖、私有財産・ 

階級・支配=3
従属関係の欠如といった、それに特有の特徴をすべてもっている。そこでは、部族組織も発達しておら 

ず、部族評議会も部族首長もない。しかし社会的地位の違いは存在し、ここではこれらの違いは主として性・年齢・ 

経験・個人的能力における違いにもとづいている。共同体内には、成年男子から成る有力な指導的ーグループがある 

が、すべての決定はこのグルーブが集団的に行なう。重要なことはオーストラリア人は農拼も牧奇も知らず、狩猟・ 

漁撈・採集だけによって生活しているということである。

後期氏族社会を示しているのは、大洋州ではニュ!
ギニアの・ハブア人とメラネシア人である。彼らの経済の基礎 

は農耕であるが、まだかなり原始的な«
掘り棒»
農耕、焼畑段耕のところもあれば、より集約的な人工濯漑をともな 

うものもある。これらの社会では、すでに財産不平等が生まれ、氏族共同体の首長や部族の首長、奴隸制が現われて 

おり、私有財産関係が形成されつつある。メラネシア人の若干の種族グループは階級社会の戸口にあり、あるもので 

は初期階級社会ができあがっている。

社会的分化のきわめて初期の徵標は、ニュー・ブリテン島に住むパブア語系の̂
族グルーブである.ハイニング族に 

みられる。彼らは、小さな、それぞれが数家族から成る共同体をなして散在している。個々
の家族は土地をもっては 

いるが、これらの家族が土地保有権を認められているのは、それがこの土地を耕作している間だけで、その土地が収



穫をあげなくなると家族はこれを放棄し、土地は共同体の処分にまかされるのである。土地は相続されることも、買 

うことも、交換されることもない、つまりここではまだ土地私有は存在しないのである。それとともにバイニング族 

では財産上の差異が生じ、富裕で有力な人々
が出現する傾向がはっきりと現われている。しかも注目すべきことは、 

このような人物が財産の点で群をぬくようになることと、その社会的影響力とが、手に手をとって進む二つの相互に 

関連した過程をなすということである。このような人々
は軍事的遠征のときには指導者の役割を引き受け、平時には 

紛争を解決し、村や一地域全体の住民の間の不和を調停する。個人的資質が少なからぬ重要性をもっことはもちろん 

であるが、これら指導者の彩容力は、主として彼に属する土地の広さとそこからあげられる収穫によって規定されて 

いる。たとえまだ私有財産としてではなくても、広い土地をもち、その家族がそれを耕作するのに十分な労働力をも 

っような人物だけが有力者となりうるのである。その上、このような人物はその影響力を用いて、自己の家族に属さ 

ない共同体員をも自分の土地で働かせることもときにはできるのである。こうして、共同体内部での抻取の最初の諸 

形態が生まれる。そして、有力で富裕な人々
がときには有益な社会的機能—!
戦争で指揮し、紛争を調停し、社会生 

活を指導し、つまり社会全体の利益になるように行動するからといって、われわれは右の事実に目をおおってはなら 

ないのである。

(8) 
ヴェ・エル・カポ「大洋州の原始的段耕民バイニング族」(『束洋の當国と話民族』第三冊、モスクワ、一九六四年、四二 

I
六ページ參照)
。

バイニング族は彼らの社会の経済的社会的に一頭地をぬいた成員を、ア・リンギエスカ、つまり首領と呼ぶ。ニュ 

I 
・ギニアのパプア人は、このような人々
を「強い」または「大きな」ひとと呼ぶ。
「強い人々
」の権力は、ふつう 

は世襲ではない。それは一代限りである。次の世代には「強い人」は、他の家族、他の共同体に現われるかも知れな 

いのである。
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植民地主義者がもちこんだ商品・貨幣関係は、共同体的土地所有が個々
の家族や個人の所有に転化するのを促進し 

た。このことは、「強い人びと」の秋極的な熟心な参与のもとで行なわれる。バイニング族の坊合、これらの人々
が 

共同体的土地所有の伝統にそむいて、土地を、たとえば宣教師に光りとばそうとしても、他の共同体員はふつうそれ 

を妨げようとは敢てしない。
「強い人」の影響力が、はじめはその共同体内部で、やがてはそれを越えて、増大する 

につれて、彼はますます近隣の人々
やヨー ロッパ人との交渉において自己の共同体あるいは一地域全体の代表の機能 

を引き受けるようになり、軍事首長と平時の首駐の機能を一身に兼ねるようになる。こうして財産分化の初期の萌芽 

が、氏族共同体ないし部族の首長制度が発生するため.に好都合な土合をつくり出すのである。 

この過程のより発達した形態は、ニュー・ギニアのパブア人とメラネシア人においてみられる。0
・ラントマンは 

キワイのパブア人を原始社会の例とみているのであるが、その彼にしてすでに、それにもかかわらず、「たくさんの 

菜園と妻」とをもっていることにもとづいて大きな社会的影を力をもった人々
がキワイにもいることを指摘している 

のである。少なからぬ人を殺し、たくさんの首をとったすぐれた戦士たちも同じ権威をもち、呪術師たちも同じであ 

ニュー・ギニアに住む諸秋族グループは社会体制の発展水準の点ではいろいろ違っているが、ほとんどいたると 

ころで氏族共同体内に有力者・指導者・首長の一定の範齢が形成されているのがみられるのである。しかもここでは 

パイーーング族の揚合と同じく、パブア人の定住農耕共同体の労働によって生産される余剰生産物でこのような社会的 

グループが分出するのに十分であったのである。

(9) 
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ムボウアムブま?^
のパブア人では、まだ単独の専権的首長は生まれていない。軍事遠征のときにだけ「大人 

たち」は、自分たちの間から一人の軍事指導者を選ぶ。ふつうは、「大人たち」は、共同体の重要事項をす.へて対等 

に集団的に決する。ここでは土地は共同体外に讓渡しえないから、土地私有はまだないのであるが、それでも耕作地

る。
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の大部分は、
「大人たち」の左右するところとなっている。このような事情は、彼らを共同体の最も富裕な人々
にし 

ている。祭儀を執行し、ふっうの共同体貝に食物を与え、後に労働で返してもらうことによって、「大人たち」はそ 

の影響力を共同体内に確立するのである。しかもパブア人の考えでは、
「大人たち」の肉体的健康さが呪術的に共同 

体の幸福を保̂
するというのである。最も有能で精力的な「大人たち」は、いくつかの共同体の結合体の指導者とし 

(
10) 

(
11) 

て台頭する。似たような関係や祭儀は、パブア人の他のグループ、エンガとシアネにも存在する。

ジャーテ、カマノ、ウスルファやフォラといった諸グループでは、共同体内で権成と影響力を喪得するのに、攻撃 

性や勇敢さといった資質の外に、その人が祝祭・祭儀を執行し、豚・野菜・貴重品を分配できるような富をもっこと 

も大きな意莪を有している。各村落共同体は、少なくともひとりの軍事指導者をもち、近隣共同体のーグループの首 

長たちはある程度同權であるが、ふつう彼らのうちから一人のすぐれた指咨者が頭をぬきんでている。その上、ここ 

ではすでに首長の地位が相続されるのがみられる、ただしその権力はふつうは限られている。

(
12)
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上にみたパブア人のすべての種族グルI
ブにおいて、奴隸制的関係を指摘している観察者は一人もいない。それら 

にあっては、財産上、社会上の分化は、共同体自体の分化にもとづいて生じているのである。 

ハーゲン山地に住むパブア人の種族グループについては、入・ギットロウはこれと違った様相を述べている。彼の 

言葉によれば、ここの社会は、首長・自由な共同体員・呪術師・下僕
舍るI
農奴)
・「祭司」という五つの社会グル 

—ブに分れている。首長の権力は、自治的な共同体コナの外には及ばない。しかしこの共同体の内では、首長の言葉
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は、法であり、彼が一人の場合は、一人ですべての重要問題を決する。多くの共同体では、首長は数人で、彼らは、 

互いに«
均衡しあっている»
らしい。首長の出現を促すのは、富と大家族という二つの主要要因である。人が富を増 

せば増すほど多くの妻を彼は買うことができるようになり、したがって彼の家族はそれだけ広い土地を耕すことがで 

きるようになる。その上首長は、社会におけるその地位を父祖から父系で相続できる。つまり若干の他のパプア社会 

では傾向としてみられはじめたばかりのことである首長の地位の世襲がここでははっきりと存在し、したがって首長 

がだいたいにおいてその中から出る世襲的な貴族層が形成されつつあるわけである。自由な共同件貝は首長の家族に 

は属していないが、共同体の土地に対しては同じ権利をもつ。各家族は、一片の耕地をもつが、私有財産としてでは 

なく、土地は共同体外に譲渡できない。さらに、このような社会にみられる専門家のふっうの範贻である呪術師や 

「祭司」の外に、ハーゲンには、かなり多数の「京二」屈がいる。これをあっさり下僕と呼んでおくことにしよう。 

たとえば人口三、四〇〇人のモゲイ部族には、約ー〇〇人の首長と二五〇人の下僕がいる。下僕は自分の土地を持た 

ず、彼らはふつう家族ももたない。彼らは首長の命令を実行しなければならないが、首長の方では彼らを養い、庇護 

し防衛してやらなければならない。この範蔭の人々
の起源をギットロウは戦争と結びつけている。敗北した秋族グル 

—ブの人々
は、彼らに友好的な首長のもとに保護を求めなければならない。彼らは自分の土地をもたないので、かく 

れがを提供してくれた首長の経営における土地のない働き手となる。彼らはしだいに同化していき、彼らの子孫は、 

もとからの部族貝と同じ共同体貝となっていく。

下僕になるもう一つの範疇は、自分の故郷で何かの犯罪を犯して、他郷にかくれがを求めなければならなくなった 

人々
である。下僕と主人との間の関係は、ギットロウの強調するところによれば自発的な合意にもとづいている。主 

人はその働き手を売ることはできない。働き手は、望むならぱ主人との関係をやめることができ、「お互いの同意に 

よって」主人と別れることができる。働き手がこのような同意を獲得することが困難であったかどうかはわからない



3

が、ただ明らかなことは、彼が完全な意味での奴隸でなく、彼の生活は主人によって完全に左右されてはいなかった 

ということである。それはもちろん農奴でもなかった。せいぜい「家父長的奴隸制」、それも独特の、ある程度自発 

的なものといえるだけである。
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ブラリ族グル—ブの社会関係は、ハーゲン地方に支配的な関係に近似している。首長の外に、「祭司」も重要な地 

位をしめ、その職は同じく世襲的で、その権力は同じように大きい。ところが、この二つの「戯」は、ときには一人 

が兼ねていた。ハーゲン地方と違って、彼らには、下僕はいなかった。
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ブーゲンビル島(
ソロモン諸岛)
のパブア語系グルーブ、シワイには、ニュー・ギニアと共通なものがたくさんみられ 

る。しかしここには全く新しいものも少なくない。シワイの共同体の長はムミという首長で、社会生活のすべてを指 

導する。ムミの権力は豚と貝貨の形の富にいちじるしく依存している。彼らはまた、まだ私的所有者としてではない 

が広い耕地をもち、そこから共同体の収穫のかなりの部分が彼の手に入る。そのため彼らは近隣の諸共同体と積極的 

に商業を行ない、大量の貝貨や豚を蓄積できるようになる。商品・貨幣経済は、どんなに原始的なものであれ、シワ 

イにおける首長の権力の基礎である。メラネシアにおける商品・貨幣経済の相対的な発達は、大洋州のこの部分をニ 

ュ—・ギニアやポリネシアとことならしめているのである。

しかし、富裕なものは、誰でも首長になるというわけではなかった。人がムミになれるのは、彼の父が同じくムミ 

であり、母がムミの娘である場合だけだった。権力の世踱原則はすでにここでも確立しているのである。さらに、こ 

れまでは、未来の首長はすぐれた戦士でもなければならなかった。首長は親兵(
モウへ)
をもち、時には数人の「足」
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つまり奴̂(
その出身は捕兩かニュー・ギニアのハーゲン地方の首畏の下僕のように逃けてきた人々)
をもっていた。彼らは完 

全に奴隸と呼んでよい。何故なら、ブーゲンピル島では彼らは主人の完全の財産だったからである。主人は彼らを打 

擲するだけでなく、殺す権利をも完全にもっていた。ハーゲンの場合と同じく、奴隸はしだいに同化していった。首

(
15)

長のもとにはしばしば女奴隸もいた。これもまた捕膚である。

(
15)
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首長制度のより発達した形態は、
トロブリアンド諸島にみられる。そこでは首
長
の複雑な階厝制が形
成
さ・れてい 

る。村落共同体の首耳たちは島々
全体の低高首長たちに従属し、後
者
の影雲力は遠く彼
ら
の共同体の外にまで広がつ 

ていたのである。

首長たちの権力の経済的土台は、下級首长たちが納入する特別の負担体系で、それによって彼らの影喜下にある諸 

共同体から應大な量の農産物が首長の処分にゆだねられるのである。最高首長のまわりに集まる村落共同体の首長た 

ちは、戦時にはその同盟者となり、平時には自己の共同体員を最高首長のもとに差出してあれこれの労働を勤めさせ 

る。しかしそのかわりに最高首長は代償を支払わなければならない。したがっていま述べた従風はかなり相対的なも

(
16)

のである。
トロブリアンドの首長の権力の基礎をなしたのは、貴族出身であることの外、「共同体の経済関係の中、いないし僧 

(
17)

点としてのその役割」である。このような現象は他のメラネシア社会にも特有である。封建社会特有のヴァッサリテ 

丨卜に似た首長間の階粘関係は、トロブリアンド諸岛の外にプーゲンビル島やアドミラルティー諸島などのメラネシ



次アの他の若干の島や群島でも知られている。

(
17) 
エス・ア・トーカレフ「メラネシアの氏族体制」
ソビエト民族学』笫五—六号、
一九三三年、
一四・ヘージ) 

メラネシアの首長の権力の経済的政治的強化、それの世襲的権力への転化をみれば、首長という特別の身分が形成 

されているということができ、その形はどうであれ、同部族員や異部族貝の抑取は、この身分をして実質的に捽取階 

級たらしめている。

首長制度が未だ世瑕的になっておらず、首長たちがまだ封鎖的な貴族身分をつくっていないようなメラネシアの諸 

島では、首長の地位は名目的には、生得の指導者、組絶者たることを示したものは誰でもなれることになっていた。 

しかし実際には、財貨(農産物・豚・貝貨など)
の蓄積だけが、共同体において首長が権力を確立するための必要条件で 

あった。この蓄積は、原始的な捽取諸形態と結びついていた。メラネシア社会では、女性は何よりもまず労働力であ 

り、首長は通例多くの妻をもち、彼女たちは彼の菜園で労働した。ふつうの共同体員たちは、强制的に行なわれる金 

融制度その他の処置のために、首長に債務を負い、そのため彼らの首長への従匡はなおさら大きくなった。若干の島 

島(
たとえばトロブリアンド諸岛・ブーゲンビル岛・フィージー諸島・ニュー・カレドニア)
では少数の貴族の家だけが首長を 

出していた。これらの人々
は、一般の考えでは共同体の幸福にとって必要な呪術的特性や能力をその祖先から世襲し 

ているとされていた。彼らは天候や農作物の成長を左右しえ、魔法によって敵を絶滅しうるとされていた。そしてこ 

のようなことのために、共同体員たちは首長の畑に行って働くか、収楔の一部を現物で彼に納めなければならなかっ 

(
18～た。フィージー島民は、近隣のポリネシア人と同じく今日でも、首長の身に祖先から受け継いだ神聖な呪カマナが体 

現されていると信じている。フィージー島の村落首長は一連の経済的優先権!
自分の土地の耕作のため、ないし新 

しい家の建設のために共同体貝を召集しうる!
をもち、共同体収稚の大部分は彼の自由になる。しかし彼はこれら

(
19)

のたくわえを祝祭、祭儀などの時には共同体員たちに分配しなければならない。
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メラネシアでは植民地化される以前の時代に、すでに市場交換のための商品生産がかなり発達していたから、

ネシアでは私有財産関係が形成されているということができるが、ただしそれは動産所有の分野だけである。 

大洋州で土地の私的所有が生まれるのは、植民地主義者によってもちこまれた資本主義的関係の彩客を受けて初め 

て生ずるのである。

外国の学界では、首長の権力は社会に有用な機能、宗教的・行政的ないし経済機能を果すことから匝接発生すると 

いう説がしぱしば述べられている。首長がその手中に膨大な富を蓄積するのは、あとでそれを全社会の利益のために 

再分配するためにすぎないというのである。彼らは、原始社会にとっても、資本主義社会におけると同じように必要 

な機能を有する銀行家の役割を果しているというわけである。トウルンワルド、マリノフスキ、サリンスもこのよう 

な説を述べ、それによって原始的首民たちの捽取者的本質を抹消しようとしているのである。 

こうして、植民地化される以前の時代にも、それ以後にも、メラネシアには、共同体貝の人身的従属、ときには價 

務奴隸がすでに生まれているのがみられる。セニューリーやヴァッサリテートのような封建制に特有の制度の前提も 

生ずる。メラネシアでは、それらは、まだ萌芽形態である。より発展した形がみられるのは、ポリネシアにおいてで 

ある。メラネシア住民の大多数は氏族共同体や近隣共同体をなして生活しており、しかも近隣共同体には氏族体制の 

遺制がたくさん残っている。商品・貨幣関係はメラネシアにおける階級形成の過程をいちじるしく促進している。卜 

—カレフが正当に指摘しているように、「首長の権力の世襲性、それがときには直属の従士をもっこと、首長間の階層 

的同盟関係といったことは、首長たちがしだいに共同体から分離し、生まれつつある貴族という特別のグルーブこと 

じこもる動きの徴標である」



浮
2.0

ー九世紀はじめころには、ヴィティー・レヴ島(
フィージー諸岛)
では、すでにいわゆるム.ハウ王国が成立しており、 

その長には近隣諸部族を統一し、軍事従士に依拠するムバウ部族出身の我高首長が立っていた。この王国の住民は、 

次のような身分に分れていた。支配部族ムバウの自由な共同体貝、自由な他族出身者、自分の土地に縛りつけられ・ 

現物貢納をおわされた被征服共同体の成員、捕虜奴隸と無権利の賤民とである。

奴隸制は、メラネシアではかなり発達しており、しかも依あ奴隸だけではなかった。奴隸は主として捕舟になった 

異部族人であった。メラネシア人では戦争は階級形成のー要因となった。たとえ・はバイニング族はほとんど四方八方 

を、メラネシア語を話す敵対部族に囲まれていた。以前には、これらの部族はバイニング族を狩りたてて大なに捕房 

とし、奴隸にかえていた。バイニング族の奴隸はメラネシアのどの村でもみられた。そこで彼らは菜園を耕し、主人 

のために他のさまざまな仕事をし、彼らは完全に主人の財産であった。奴隸制はここではふっうの、広くゆき波った

(
20) 
『オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
大
洋
州
の
諸
民
族
』
モ
ス
ク
ワ
、
ー九
五
六
年
、
四
五
〇
ペ
ー
ジ
。

メラネシアで社会的分化の過程が特に進んでいるのは、
ニュー・カレドニアとフィージー諸島である。
ニュー・ギ 

二アの部族的世瑕貴族はふっうの共同休貝に対してほとんど無制限の専制権力をもち、彼らをようしゃなく抻取して 

いる。ニュー・カレドニアの土地所有の特質は、いったん耕作された土地は、耕作を止めた後も、もはや共同体ない 

し部族の所有には返されないで、その持主のものとして残り、世琨してもよかったということである。それゆえ首長 

や貴族は、彼らが占取した土地を世襲的に保持し、庶民にテロルを加えることによって、彼らをして自分の広大な領 

地で働かしめたのである。まだ植民地化される以前の時代にニュー・カレドニアではすでに一和の初期封建的関係が 

成立していた。奴隸制はここでは支配的生産樣式にはならなかった。

21) 
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價習で首長屍体が地にふれないことが必要

現象であった。しかし奴隸は労働力としてはあまり評価されず、きっかけさえあればこれを打ち段し、しばしばこれ 

を食べるのであった。

奴隸の労働は生産の基礎ではなかった。メラネシア人にとってずっと大きな意義をもっていたのは、バイニング族 

の住民に対する経済外強制の他の諸形態であった。メラネシア人は力づくでバイニング族からタロ芋や、その他の農 

産物をとりあげた。バイニング族の家族がまるごとメラネシア人に対して人身従属関係におかれ、これに現物貢納を 

し、その要求で任意の労働をしていた。人身的に従属したバイニング族をメラネシア人はア・クトコム(
宣納民)
と呼 

ぴ、それ以外のものをア・ヴィルア(議牲にされる肉)
またはア・パリアヴァ(奴次)
と呼び、こうして彼らを実際の、 

または潜在的奴隸ないし、犠牲に捧げたり、食人の宴のためのふさわしい獲物とみなしている。こうしてニュー・ブ 

リテン島では、ある種族が他の種族に従属する一種の形態、つまり比較的発達した初期階級社会の乡くに知られてい 

る型の関係が成立していたのである。

奴隸制と貢納制は、メラネシアの他の多くの島々
にも存在した。ニュー・ブリテン島におけると同じく、奴隸を獲 

得するのは、近隣諸部族を武力で攻撃したときで、ついで、これを最も苦しい労働に使うか殺してしまうのである。 

奴隸制と貢納制の関係は、アドミラルティー諸島にも成立しており、ここではニュー・ブリテン島と同じく、沿岸の 

好戦的住民(
モアヌス)
が主島の内陸民(
ウシアイ)
を従属させているのである。しかし奴隸制がとくに発展しているの 

はフィージー諸島である。ここでは奴隸(
カイシ)
は、主として捕虏から形成され、首長たちの完全な財産であった。 

「奴隸は供犠の対象である。首長が死ぬと奴隸は何十人も殺される。

であった。それゆえ墓の底にはしばしば生きながら奴隸たちがしばられていれられ、首長の屍体の上にはあらかじめ 

窒息させられたその妻がおかれた」「頭目の家が建てられるときには、柱の下にその家をよく支えるために生きた奴 

隸が入れられるのであった」。



メラュ

階級形成が、他の多くのポリネシア社会におけると同じような発展に達しなかった社会としてあげうるのは、ニ 

1
・ジーランドのマオリ族である。それにもかかわらず同じ諸身分つまり首長、自由な共同体貝、奴隸が彼らにも特 

徴的である。首長(
アリキ)
はふつう貴族の家の長子であった。彼らの次子以下の親族はランガティラつまり員人と呼

(
22) 
『オーストラリアと大洋州の諸民族』四四五ページ
〔「メラネシア人の過去の社会体制」の章。トーカレフ蛰〕 

しかし、フィージー諸島でも、奴隸が大够いたにもかかわらず、奴隸労働の経済的利用は大きな役割を果してはい 

なかった。社会の生産力・分業、その生産性などはメラネシアでは、奴隸労働の拥取がかなりの経済的効果をあげる 

ほどの発達を遂げてはいなかった。メラネシアではどこでも奴隸は主要な生産力とはならず、階級形成の主導的傾向 

は、共同体内の!
財産的社会的—I
分化であった。

階級形成がいちばん進んだ段階を示しているのはポリネシアの島々
や諸群島であり、そこでは植民地時代のはじめ 

には、次のような身分ができあがっていた。特権的世襲的土地所有貴族、それに従属し・抻取される、名目的には自 

由な共同体農民と手工業者、さらに、その起源はたいていは捕膚である全く無権利な奴隸。若干の群島に原始的国家 

が形成されるのとならんで、階級の形成は、ほとんどいたるところで、近隣共同体を残存しながら氏族組織が解体す 

るのを背景として生じた。ポリネシアではメラネシアと違って、商品経済や発逹した交換がなく、ここでは支配的だ 

ったのは、現物経济であった。手工業が待别の生産部門として分立するのは、メラネシアでは始まったばかりだった 

が、ポリネシアでは完了していた。しかし手工業生産物は市場には出されないで、注文によって作られていた。 

ネシアと同じくポリネシアでも戦争のときにほとんどいたるところで捕虜をとらえ、これを奴隸にすること、および 

貢納関係の確立が行なわれた。しかし奴隸制はここでは生産の基礎にはならなかった。主要な生進者は共同体只北農 

民と手工業者であった。すでに植民地化される以前の時代に、共同体の内部分化の結果、若干の島々
では封建的大土 

地所有が形成されていた。



205大洋州の:2民族における陪破牡会の戍立

植民地化されるずっと以前に封建的発展つまり封建的土地所有の体系の発展の道に進んでいた社会の特徵的な例と, 

(
24»

なりうるのは、
いわゆるトンガ王国である。
エス・ア・トーカレフは氏族体制の解体の過程で世襲的貴族がどのよう 

にして生まれ、それがー八世紀末にはすでに、ほとんどすべての共同体の土地を自己の財産にかえて、支配階級とな 

っていたかを明らかにしようと試みた。
この結果展民(
トウア)
、首長の親族、同じ氏族の成員は、その土地に彼らが住

ばれた。
これと他
の人々
の間にはいちじるしい財産上の差異が存在した。社会的財産的の階梯のより下に位したのは 

ヴ
ァーレまたはトウトウアという従属民である。
ランガティラととも
に、彼らは自由な共同体
II
にふくまれていた。 

もっと下位にいたのは、奴隸(
タウレカレカ)
で、
ほとんどもっぱら捕虜であった。彼らは、個人的所有者のものであ 

り、最も辛い労働をさせられ、時には神
に犠牲として捧げられ、時には食べられた。N-77!
スの脱によれぱ、奴 

隸労働は、
マオリ社会の経済において大きな意義をもっていた。女奴隸と自由人の父の間の子は自由人となった。そ 

のほか、高い地位の人々
の下供、ポノンガとヴニテケもいた。
マオリ諸部族
の問
には、従馬と貢納の関係もあった。 

マオリ社会は身分に分れていたにもかかわらず、そこには氏族共同体的
・民主主義的原理も
ま
だ
かなり強力であっ 

た。土地は部族のもので、それの同意がなければ、議渡しえなかった。貴
族
の家のひとつの男
子
のうちから首長を選 

ぶ慣習があったにもかかわらず、
ふっうはこれらの家
の長子たちが自勒的に首
長
になった。
ふっうは経済的に強力な 

首長だけが、その社会的地位を維持し、固めることができた。さらに、首長は共同体貝たちから大
量
の食料を手に入 

れ、そ
れ
を
一部は社会の必要のために用いた。首長たちは公共事業を指導した。共同体員は、首玖が彼らの助けを求 

めたときには、彼らのために働いた。首長は、世代から世代に伝わる神聖なカマナを体現していた。 

(
23)
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トンガと同じく、これらの島々

の発達も高度であった。住民は植民地化されるずっと以前から、次のような主要諸身分に分れていた。
アリイ(
首長 

と貴族)、マカアイナナ(自由な共同体員)、カウヴァ(土地のない、無権利の下僕と奴隸〇 

では、封建化はヨーロッパ人航海者によって発見されるよりずっと前から始まっていた。上級貴族は世襲的で、神か 

ら出自したとし、自己の臣下(
その土地に住む)
から収硬の一部をとりあげていたが、これらの臣下は臣下で、土地の 

ないカウヴァの労働を搾取していた。身分的階層関係は、ハワイ社会の全生活にはいりこんでいた。下にはカウヴァ

む首長に土地的およぴ人身的に従属するにいたり、彼に貢納を納める義務を負った。トンガでは共同体的土地所有は 

全く消滅していた。たとえばニュー・ジーランドに特徵的な村落共同体は、ここでは土地所有者の世襲傾地にかわっ 

ていた。共同体地の篡奪にともなって、共同体貝の人身もまた篡奪された。首長は彼らを掠奪しても、殺しても削せ 

られることはなかった。

(
24) 
詳しくは、
エ
ス
・
ア
・トI
カ
レ
フ
「トンガ諸島における社会諸浩
級
の起源」(
『ソピエト民族学』
ー九五八年、
第
一
号
、ー
 

二〇-
一五二ページ〔邦訳林 
基
訳
『専修人文論集』第
二
号
、
ー九七三年、ハ七—
ーニ九ベージ〕)
な照。

(
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社会的分化を卜—カレフは、家族・氏族グループが長幼の分肢に分れたことによって説明している。彼の説によれ 

ば、家族・氏族関係は、トンガの社会階級の形成に大きな役割を果したという。しかしトーカレフ自身の強潤すると 

ころによれば、この過程の基礎をなすのは、大洋州のどこでもそうであったように、分出した貴族的上用による共同 

体地の纂奪であった。かってトンガには奴隸制が存在したが、やがてそれは消滅してしまったという報道もある。 

26)
5〇・ヨ・く=
5-
目 〇ワ 
〇,?
2.?
,?38 1.
希照 〇

ハワイ諸島は、大洋州における社会経済的発展の最も高度の水準の例である。ここにはテラス体系と人工濯溉をも 

った集約農耕が存在した。濯溉は、ハワイ人の生活に大きな役割を演じ、社会関係の発展に影響を及ぼした。手工業
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とマカアイナナがおり、全社会生活は彼らの労働に依存していた。上級下級の首長たちは彼らの労働によって暮らし 

ていた。トンガにおけると同じく、等級と権力の特権は長子相続であった。政治的にはハワイ諸烏は、モクという封 

建的領地に分れており、それらは自己の領地の無制限の支配者である首長が統治していた。上位の等級の首長は、自 

己の広大な土地を、一部分ずつ下級の首長に奉仕の代償としての封地として渡していた。上級首長の手中に若秋され 

た膨大な富は、彼らの側近や祭司たちの間に分配された。上級首長の権力は、軍事的従士たちに依存していた。 

数百年間止んだりまたおこったりして続いた激しい権力闘争は、一八世紀末に首長の一人、カメアメアー世の王朝 

の成立で終った。ポリネシアのトンガやタヒチ、メラネシアのフィI
ジI
諸島にあった初期封建型の国家に似た国家 

がつくられた。しかしカメアメアの国家にはその独特の点もあった。すべての土地は王の財産とみなされ、地域首長 

たちの権力は、王の上級権力によっていちじるしく制限されていた。ハワイ諸島で集権的国家がつくられるのに大き 

な役割を果したのは、潦液設備の建造である。ハワイ国家の形成は、植民地主義者が侵入してから以後であり、彼ら 

の参加によって行なわれたが、封建的体系自体はそれよりずっと以前に、外からの形春が全くなしに、大洋州のいた 

るところと同じく、社会経済的発展の内的法則的過程の結果として成立していたのである。全体として、ハワイ諸島 

は、大洋州の階級形成の最後の段階といえる。こうして、われわれは破も初期の形態から原始諸国家の出現にいたる 

まで階級社会の成立過程を継起的に考察してきたわけである。

(
27) 
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エンゲルスは、周知のように社会が自由民と奴隸に分裂するのと、自由民が富者と貧者(ふつうの共同体貝と世襲的貴 

族)
に分裂するという階級形成の二つの形態を指摘している。大洋州にとっては、前にみたように、これらー一つの過 

程が特徴的であるか、主導的傾向は第二の道、つまり封建化の方向への道である。奴隸所有体制は大洋州では成立し 

なかった。ポリネシアでは、そのすべての大きな島に奴隸がいたが、そのポリネシアでさえ奴雑制的関係は依然とし



大洋州では、それを全体としてみれば、次のような捽取諸形態がみられる。

(1)
さまざまな程度に首長に従属するふっうの共同体員の搾取、これはおそらく«
大人»
の出現、共同休内の財産

てーウクラードにとどまったのである。

大洋州社会は全体として、オーストラリアを除き、過渡期の社会であって、そこではいくらかでも発達した奴隸制 

的生産様式は成立せず、封建的関係も大洋州の幾つかの部分でだけ発展したにすぎなかった。原始共同体的関係の解 

体にもとづいて、発達した奴隸制的生産樣式の段階をへないで、封建制へ移行することが、大洋州の諸民族のみなら 

ず、他の多くの民族に特有のコースである。大洋州の諸民族では、この移行がいわぱその«
純枠な»
形で観奈しう 

る、つまりそれはより発逹した階級社会の影響なしで生じたのである。

ョーノフは、その一詩文で「階級社会形成の段階にある諸民族についての多数の民族学的資料は、捕

いる。

ュ
・イ
・セミ

膚の奴隸制が、搾取の最初の形態であるという主張を完全に確認している」といっていず。しかし大洋州の資料は、 

このような結論を確認してはいない、何故ならここではふっうの共同体貝の抑取が、奴糅の捽取よりも段階的に早く 

生じているからである。その外、奴隸制と並んで、第三の搾取形態つまり一種族の他種族捽取も生じている。こうし 

て、奴隸制は皎初のではなくて、初期の搾取形態の一つにすぎない。さらに、捕虜の奴隸制は必ずしも奴隸制の最初 

の形態ではない。われわれがすでに見たようにたとえばメラネシアには、奴隸が捕虜出身でなかったり、捕虜だけで 

ない社会があるのである。メラネシアに特徴的なカバーラつまり債務奴隸は、完全な意味での奴隸ではない、カバー 

ラ化された人も自分の土地をもっている。われわれは彼らを同じく段階的にかなり早く生まれた押取の特殊な形〇と 

みなすことができる。

(
28) 
ユ・イ・セミョーノフ「古代東方諸国における階級と国家の形成の問題」(
『アジア・アフリカ睹民族』
ー九六五年、第三 

号、
ー六三べ—ジ)
。
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9
アジア・アフリカ諸民族』ー九六六年、第二号、五七—六八ページ)

的社会的分化の最初の欲標とともに生まれる掠取の価も早い形態であろう。それはまた大洋州社会の発族のすべて 

の水华においてずっと主要な搾取形態であった。

(2) 

ふつうの共同体貝の人身的従属の特殊な形態としてのカバーラ奴隸制、カバーラ奴隸ないし價務奴隸の状態 

は、人身的従属の程度が大きいことによってだけ、搾取される自由な共同体貝の状態と異なるにすぎず、それは完 

全な意味での奴隸ではない。

(3) 
奴隸、つまり自由と自己の生産手段をもたず、奴隸所有者の完全な財産である人々
の挥収。

(4) 
従属する祖族グルーブへの貢納賦課。

(5) 
異部族貝の、時には同部族員の(たとえばマオリの首長の下ぢ搾取の特殊形態としての土地のない下俟の拌取。 

資本主義的関係が大洋州諸島に入りこむまでに形或されてきていた階級関係は、主として初期封建的なものであっ

た。首長の私的な土地所有はここではすでに、後の封地(
レーエン)
的土地保有に转徵的な階層的な封建的土地所有 

に廠化しつつあった。共同体員=
農民はますます、土地を所有し・後らの労働を搾取するものに人身的に従属するよ 

うになっていった。直接生産者はたいていは土地などの生産手段を分与され、ところによっては土地に緊艸されてい 

た。社会構造は身分陪層的で、各身分は社会的生産の律系において一定の地位をしめていた。 

全体としての大洋州に特徵的なのは、社会発展が不均等なことである。住民のあるグルーブは、同一の秋族的共同 

性のわく内でも、具体的歴史的条件によって、他よりも発展が進んでいた。ある社会がすでに階級的敵対関係に人っ 

ているのに、あるものはまだ完全には氏族体制から脱しておらず、原始共同体的構成体の状況にあった。しかし、オ 

1
ストラリアの原住民を除いて、どの场合も、前階級社会から階級社会への移行の歴史的時期という過渡期にあった 

のである。 

・
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